
【シッティングバレーボールを知ろう！】
　シッティングバレーボールは、パラリンピック正式種目に採用されており、世界的にも人気の高い
スポーツです。1956年に戦争によって体が不自由になってしまった人々のためにオランダで考案さ
れ、日本でも1992年に東京で初めてシッティングバレーボールのチームが結成されました。日本に導
入されてから20年以上が経過し、その面白さに魅せられた人たちによって全国各地に広められてい
ます。
　国際的には身体障がい者のスポーツとして普及していますが、日本でのシッティングバレーボール
は、身体・精神・知的などの障がいを問わず、幅広い身体レベルの人が行えるスポーツとして普及し
ています。また、障がい者・健常者が一緒にプレーでき、チームを組んで大会に参加できるようになっ
ています。
　通常バレーボールといえば、高く飛んでスパイクを打つイメージがありますが、この競技は、常に臀
部（お尻から肩まで）を床に接触させたまま、つまり、座ったままで全てを行うので、サーブ、ブロック、
アタックなどで立ち上がったり、飛び跳ねたりすると反則になってしまいます。
　プレーヤーが座っているため、床面ぎりぎりのボールを拾うことができます。また、コートが小さく（サ
イドライン10m×エンドライン6m※自陣のサイドラインは5m・ネットの高さは、男子は1.15m、女子は
1.05m）プレイヤー同士が近いため、スピード感のあるラリーを体験できるのも魅力です。

シッティングバレーボールクラブ　石川あいあい
見学･ボランティア、その他ご質問は、　下記　↓　 代表 橋本由起枝まで！

（連絡先）シッティングバレーボールクラブ（代表 橋本）
 　　　　　　携　帯：090-9449-4904 　　　　　 メール：yukie000111@yahoo.co.jp

平成28年6月にシッティングバレーボールクラブ石川あいあいを立ち上げ、
男女18名のメンバーで10月から活動を開始しました。
練習会は月1回。28年度の練習会は下記の通りです。
10代から60代の、初心者や初級～上級のバレー愛好者が活動しています。
手話ができるメンバーもいます。お気軽にご参加下さい。
障がいのある人もない人も私たちと一緒にシッティングバレーボールをしませんか？








